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がんプロフェッショナル養成基盤推進プランコーディネーター委員長

බ立大学ἲே横浜市立大学་学㒊ᾘ໬ჾ・⭘⒆እ科学ᩍᤵ

㐲⸨ ᱁

がんᑐ⟇ᇶᮏἲ（平成 19ᖺᗘ᪋行）によりがん医療のᆒ㟏化が᥎㐍ࡉれている中、文部科学

┬は、がんᑓ㛛医療人の育成ࢆ┠ⓗとしࡓ➨一ᮇࠕがんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン （ࠖ2007

ᖺ㹼2011 ᖺᗘ）事業、ࡽࡉに、➨二ᮇࠕがんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成ᇶ┙᥎㐍プࣛン （ࠖ2012

ᖺᗘ㹼2016 ᖺᗘ）は、」ᩘの大学がࡑれࡒれಶᛶࡸ特Ⰽ、ᚓព分野ࢆά࠿し࡞がࡽ相஫に㐃ᦠ・

⿵᏶して教育ࢆάᛶ化し、がんᑓ㛛医療人㣴成のࡵࡓのᣐⅬࢆᵓ⠏するࡇとࢆ┠ⓗとしてᐇ᪋が

決ࡲりࡲしࠋࡓᑓ㛛医の඲ᅜの大学ࢆᑐ㇟に᪂࡞ࡓເ㞟が࠶り、ࡑの中࡛、ᮾி大学（୺ᖿ）・

横浜市立大学・ᮾ㑥大学・⮬治医科大学が 4 大学合ྠ࡛⏦ㄳしࠕࡓがん治療のࢡ࢖ࣞࣈスࣝーࢆ

担࠺医療人育成ࠖプロ࣒ࣛࢢが඲ᅜ 15 ᣐⅬのࡕ࠺の 1 ➨、ᮏᖺᗘはࠋࡓしࡲれࡉとして᥇ᢥࡘ

二ᮇがんプロの᭱⤊ᖺᗘࢆ㏄࠼ておりࡲすࠋ 

横浜市立大学࡛は教育ᨵ㠉部㛛ࢆᇶ┙とし、ࢺータࣝ࠼⪄࡞᪉にᇶ࡙ࡁ、多⫋✀㐃ᦠࢆ᥎㐍し、

᭱ඛ➃の治療ᢏ⾡ࢆᥦ౪࡛ࡁるとඹにᅜ㝿ⓗ࡞ど野ࡵ῝ࢆά㌍࡛ࡁるプロࣜ࡞ࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ

ーࢲーࢆ㣴成し、生࿨のᑛཝᛶにࡆ࡞ࡘ、がん㞟学ⓗ治療の教育ᇶ┙ࢆ形成してࡲࡁしࢺࠕࠋࡓ

ータࣝ・࢜ࢩ・ࣈス࣒ࠖࢸにᇶ࡙ࡁ、多ᵝᛶ、ᣢ⥆Ⓨᒎ教育・ࢢローバࣝ化の୕ᮏᰕࢆ中ᚰとし

て、ࡑれࢆࡽᐇ⌧するࡵࡓに、キャンࢧー࣎ーࢻ、多⫋✀㐃ᦠ教育、プロ࣒ࢬࣜࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ教

育、がんデ療のᆒ㟏化、ᆅᇦのがんデ療の㉁ྥ上の教育ࢆᐇ᪋してࡲࡁしࠋࡓ 

௒後、㉸高㱋化♫会ࢆ㏄࠼、がんࢆはࡵࡌとする࡞ࡲࡊࡲࡉ⑌ᝈのᑐ⟇は┈ࠎ㔜せとࡗ࡞てい

り᪉に࠶᪉、♫会のࡁᗈがりがಶ人の生࡞ータࣝࢺ、る上࡛࠼⪄ࢆ⟇の医療政ࡵࡓ会の♫ࠋすࡲ

ࢆ生࿨ࠕ、緩和ケアとはࠋすࡲれࡽ࠼⪄ると࡞ており、緩和医療のᚲせᛶが㔜せにࡁてࡗが࡞ࡘ

㌟యⓗၥ、ࡳ③のᐙ᪘にᑐして、⑌ᝈの᪩ᮇよりࡑす⑌ᝈによるၥ㢟に┤㠃しているᝈ⪅と࠿⬣

㢟、ᚰ理♫会ⓗၥ㢟、スࣗࢳࣜࣆアࣝ࡞ၥ㢟に関してࡕࡁんとしࡓ評価ࢆお࡞ࡇい、ࡑれが㞀ᐖ

と࡞ࡽ࡞いよ࠺にண㜵しࡓりᑐฎしࡓりするࡇと࡛、ࢸࣜ࢜ࢡィー・࢜ࢆࣇ࢖ࣛ・ࣈᨵၿするࡓ

ࠋす࡛ࠖࢳのアプローࡵ �WHO：ୡ⏺ಖ健ᶵ関より�

横浜市立大学࡛は、2��6 ᖺ 2 ᭶ 26 ᪥に、࢝ࢲࢼアࣝバータ大学緩和医療学科 教授の Vickie 
Baracos ඛ生ࢆᣍ⪸し、ࠕ臨床ᰤ㣴学、௦ㅰ学ࡽ࠿ぢࡓ㦵格➽ࠖと㢟し、㦵格➽にᑐする௦ㅰᰤ

㣴学ⓗ研究のṔ史、⅖⑕と➽⫗ࡓんࡃࡥ㉁のື員、高ゎീᗘ⏬ീによる➽ࡓんࡃࡥ㉁の定㔞化、

2��6ࠋࡓしࡲࡁㅮ₇㡬ࡈいてࡘに࡝࡞‶⫧アࢽコ࣌ࣝࢧ ᖺ 7 ᭶ 6 ᪥には➨ 15 ᅇがんプロබ㛤

ࡽ࠿れࡇࠕ㛤ദし、᪥ᮏ医科大学Ṋⶶ小ᮡ病院�腫瘍内科学教授の຾ಛ⠊அඛ生にࢆーࢼ࣑ࢭ

のがん医療㸫࢚ࣅデンス࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡸンにとࡽわれ࡞いがん医療㸫ࠖࡈࢆㅮ₇いࡁࡔࡓ、᪩ᮇ

の緩和ケアの㔜せᛶ、コ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン・スキࣝの㔜せᛶにࡘいてࡈㄝ᫂㡬ࡲࡁし2ࠋࡓ���

ᖺ 2 ᭶ 22 ᪥には、᪩稲田大学人㛫科学学⾡院教授の⇃野宏᫛ඛ生ࢆᣍ⪸し、࢖࣐ࠕンࣝࣇࢻネ

スとがんᝈ⪅の QOL ྥ上ࠖにࡘいてࡈㅮ₇していࡲࡁࡔࡓす࢖࣐ࠋンࣝࣇࢻネスは、⮬ᕫ知

ぬ（self-awareness: ⮬分⮬㌟の࠶り᪉࡬のẼ࡙ࡁ）ಁࢆす 1 、れておりࡉ᪉としてㄆ㆑࠼⪄のࡘ

1



ㅮ₇⪅の⇃野ඛ生は、࣐࢖ンࣝࣇࢻネスࡸアࢭࢡプタンス࡝࡞のᢏἲࠕࡴྵࢆ᪂ୡ௦のㄆ知行

ື療ἲࠖにࡘいて、特に医療ሙ㠃࡛▷ᮇ㛫࡛大࡞ࡁຠᯝࢆ上ࡆるࡇとࢆ┠ᣦしࡓ研究ࢆ行ࡗて

おりࡲすࠋ

2016ᖺ 9᭶ 15᪥には、MDアンࢲーࢯンがんࢭンターのがんᝈ⪅のᐙ᪘ࡸ子ࢆࡶ࡝ᑐ㇟としࡓ

ケアプロࢆ࣒ࣛࢢ⟇定し、運営する➨一人⪅࡛࠶る Martha Aschenbrenner Ặࢆᣍ⪸しࠕがんに

㸽࠿すࡲࡏࡽ知ࢆにఱࡶ࡝子࡞の大ษࡓ࡞࠶、ࡁとࡓࡗ࡞ 㸫ࠖがんにࡓࡗ࡞ぶࡘࡶࢆ子ࡶ࡝のケ

ア࠼⪄ࢆる㸫と㢟し、ㅮ₇会が㛤ദࡉれࡲしࠋࡓ子ࡶ࡝㐩がࡘࡶᮏ᮶の⣧⢋ᛶ、⣲┤ࡉが✚ᴟⓗ

に࿘ᅖと࠿࠿わりࡕࡶࢆ、ၥ㢟ࢆ஌り㉺࠼ていࡃຊࢆ㌟にࡅࡘていࡇࡃと᫂ࢆ☜にㄝ᫂ࡉれࡲし

2��6ࠋࡓ ᖺ 11 ᭶ 8 ᪥には、࢝ࢲࢼアࣝバータ大学緩和医療学科のᶡぢ葉子ඛ生ࢆᣍ⪸し、ࠕ緩

和医療のᑐ㇟⪅ࢆスࣜࢡーࢽンࢢし≧ែࢆ正しࡃアࢭスメンࢺするࡇとの㔜せᛶ とࠖ㢟し、緩和

医療が᪩ᮇにがん医療࡬⤫合するࡇとにより生Ꮡᮇ㛫ࡸᚰ理≧ែがྥ上しࡇࡓとࡉ♧ࢆれࡲし

ࠋࡓ

2014ᖺ 1᭶、ཌ生ປാ┬は、ࠕがんデ療ᥦ౪యไの࠶り᪉に関する᳨ウ会 緩和ケア᥎㐍᳨ࠕࠖ、

ウ会ࠖの㆟ㄽࢆ㋃࠼ࡲて、᪂ࠕ࡞ࡓがんデ療㐃ᦠᣐⅬ病院➼の整ഛに関するᣦ㔪ࠖࢆ㏻知しࡲし

ᣦすྲྀ⤌として、緩和ケアに関するせㄳおよび相ㄯに関┠ࢆの中࡛、ᆅᇦとの㐃ᦠのᙉ化ࡑࠋࡓ

するཷ௜❆口ࢆタࡅる࡝࡞、ᆅᇦの医療ᶵ関およびᅾᏯ療㣴ᨭ᥼デ療ᡤ➼との㐃ᦠ༠ຊయไࢆ整

ഛするࡇとࡓࡲࠋ、ᝈ⪅ࡑࡸのᐙ᪘にᑐしᖖにᆅᇦの緩和ケアᥦ౪యไにࡘいて᝟ሗᥦ౪࡛ࡁる

యไࢆ整ഛするࡇとが定ࡽࡵれࡲしࠋࡓ 

横浜市立大学は、2016ᖺ㸵᭶ 19᪥キャンࢧー࣎ーࢻにおいて➨㸱ᅇᆅᇦ㐃ᦠ࢝ンࣞ࢓ࣇンス

⪅ᚲせとしているがんᝈࢆᐙ᪘の介護ࡓⓎ⑕しࢆ㌟の療㣴の௚に、ㄆ知⑕⮬ࡈࠋࡓしࡲᐇ᪋しࢆ

の事౛ࢆ㏻し、ᒣ田᭸ᶞ院長（ᶞデ療ᡤ）、ケア࣐ネーࢪャーの小ᯘ由美子Ặ（ᒃᏯ介護ᨭ᥼事

業⟶理⪅）、ᆅᇦໟᣓ担当の加ᒣ久美子Ặ・遠藤ెᜨẶ（横浜市ᇦケアプࣛࢨ）と大学の肝胆膵

消化器病学�佐藤高光ඛ生、神⤒内科学�ᅵ井宏医ᖌ、化学療ἲࢭンターの長田ᬛ㤶看護ᖌが㞟い

各ᑓ㛛ᐙのᨭ᥼のᙺ๭にࡘいて⪃࠼、よりᗈがりの࠶るᆅᇦໟᣓケアࢩス࣒ࢸの࠶り᪉にࡘいて

多ᵝᛶࡸ生࿨のᑛཝᛶに価್ࡃ⨨ࢆ各ࣜーࢲーが、஫いࢆ生࠿し合い、学び合い、ᨭ࠼合࠼るࡘ

2017ᖺࠋࡓしࡲࡁ⠏ࢆる関係ᛶ࠶がり࡞ 2᭶ 21᪥の➨ 4ᅇᆅᇦ㐃ᦠ࢝ンࣞ࢓ࣇンスには、࡞ࡘ

がるࢡࢵࢽࣜࢡ院長�ඵ森淳ඛ生ࢆᣍ⪸しࠕぢ࠼る事౛᳨ウ会ࠖࢆ㛤ദいࡓしࡲす᳨ࠋウ会は参

加⪅ࡳん࡞が参加࡛ࡁ、᪂࡞ࡓどⅬࡸၥ㢟のᮏ㉁がぢ࠼、ヰのὶれがಠ▔࡛ࡁてㄽⅬが᫂☜に࡞

る、᝟ሗࡸ㆟ㄽのࠕぢ࠼る化ࠖࢆᐇ㊶する᪂しい事౛᳨ウ会࡛すࠋキャンࢧー࣎ーࢻは、௒ᖺᗘ

࡛ 179ᅇの㛤ദに࡞りࡲすࠋがんデ療㐃ᦠᣐⅬ病院のᗈがりとして、ᆅᇦのがんデ療ᆒ㟏化に㈉

り⤌んྲྀࡶいてࡘコースにࣈࢩンࢸン࢖てඛ➃ⓗがん治療医療人㣴成ࡅる人ᮦ㣴成にྥࡁ࡛⫣

࡛おりࡲすࠋ 

௒後、ಶ人のព㆑ኚ化により、生࿨のᑛཝᛶにẼ௜ࡁ、ඹに生ࡁる、がんにࡗ࡞てࡶ“㌟యⓗ・

精神ⓗにㄪ和しࡓ緩和ケア”として᪂しい緩和ケアの循環しࡓ♫会のᵓ⠏にྥࡅてྲྀり⤌ࡇࡴと

が㔜せ࡛࠶ると⪃ࡽ࠼れࡲすࠋ

、⫣の㈉࡬⟇のᮏがんプロάື成ᯝが、ᮏ大学院のがん教育の᥎㐍、横浜市がん᧞⁛ᑐࡽれࡇ

➨㸱ᮇがんᑐ⟇᥎㐍ᇶᮏィ⏬に⤖びࡘいていࡶࡃのと⪃ࡽ࠼れࡲすࠋ�

 ௒後ࡶᘬࡁ⥆ࡁ、がん医療の研究および人ᮦ育成ࢆ㏻してᗈࡃ♫会࡬の㈉⊩ࢆ㐍ࡵて参りࡓい

とᛮࡗておりࡲすࠋⓙᵝのࡈᨭ᥼とࡈ༠ຊࢆᐅしࡃお㢪い⏦し上ࡲࡆすࠋ  
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がんᑐ⟇ᇶᮏἲ（平成��ᖺᗘ᪋行）によりがん医療のᆒ㟏化が᥎㐍ࡉれてい

る中、文部科学┬は、がんᑓ㛛医療人の育成ࢆ┠ⓗとしࡓ➨一ᮇࠕがんプロ

がࠕに、➨二ᮇࡽࡉ、㣴成プࣛンࠖ（2���ᖺ㹼2���ᖺᗘ）事業ࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ

んプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成ᇶ┙᥎㐍プࣛンࠖ（2��2ᖺᗘ㹼2���ᖺᗘ）は、」ᩘ

の大学がࡑれࡒれಶᛶࡸ特Ⰽ、ᚓព分野ࢆά࠿し࡞がࡽ相஫に㐃ᦠ・⿵᏶して

教育ࢆάᛶ化し、がんᑓ㛛医療人㣴成のࡵࡓのᣐⅬࢆᵓ⠏するࡇとࢆ┠ⓗとし

てᐇ᪋が決ࡲりࡲしࠋࡓ

ᮏ事業は、研究⪅㣴成に㔜Ⅼࡃ⨨ࢆᮾி大学に、教育ᨵ㠉（横浜市立大学・ᮾ

㑥大学）ࡸᆅᇦ医療（⮬治医科大学）ࢆ᥎㐍する㸲大学が㐃ᦠするࡇとによࡗ

て、᭱ඛ➃研究とがんのᐇᆅ医療の୧᪉に㐀ユࢆ᭷し、ᗈいどⅬࡽ࠿がん医療

ࡇࠋすࡲᶆとしてい┠ࢆとࡇ育成するࢆ᭷する医療人ࢆඛᑟしᨵ㠉する⬟ຊࢆ

のよ࡞࠺医療人が⥅⥆ⓗに㍮ฟࡉれるࡇとによࡗて、がん治療のࢡ࢖ࣞࣈス

ࣝーと࡞る成ᯝがᚓࡽれるととࡶに、多㠃ⓗ࡞がんのⱞ③が㍍ῶࡉれるࡇとが

ᮇᚅࡉれࡲすࠋ

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン䛾ᴫせ

1
ACTIVITY REPORT

2016

がん専門医療人の育成
  がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン
がん治療のブレイクスルーを担う医療人育成

  がんプロフェッショナル
養成プラン

自治医科大学
地域がん医療コース

東京大学
がん研究者養成コース

横浜市立大学
がん教育改革コース

東邦大学
がん教育改革コース

地域がん医療教育の補充がん教育改革の共有

地域連携

研究連携

最先端研究

最先端研究

教育方針の検討

教育連携

連携

連携病院

東京大学
横浜市立大学
東邦大学
日本大学

自治医科大学
国際福祉医療大学

連携病院

最先端がん研究とがん実地医療に造詣の深い広い視野を有する医療人

がん医療における課題の解決

がんに苦しむ人々の多面的な苦痛の軽減

集学的医療を担う人材

標準的医療の均てん化
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ᮏコースは、がん治療ࢆ㏻して多⫋✀㐃ᦠࢆ᥎㐍し、᭱ඛ➃の治療ᢏ⾡ࢆᥦ

౪࡛ࡁるとඹに、ࢢローバࣝにά㌍࡛ࡁるプロࣜ࡞ࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇーࢲーと࡞

る人ᮦ育成ࢆ┠ᣦしておりࡲすࠋ

教育内ᐜ：᪂つ薬物治療ࡸ⢏子線治療、ᙉᗘኚㄪ放射線治療࡝࡞の᭱ඛ➃

がん治療ἲにࡘいて学び、&DQFHU�%RDUG➼ࢆ㏻ࡌて特Ṧ࡞がんの病ែにᑐし

て多科、多⫋✀と㐃ᦠしてඛ➃治療ࢆ㐍ࡵるᐇ㊶ⓗᡭἲࢆಟᚓしࡲすࡽࡉࠋ

に、研究ᚿྥᛶࡸプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇとしての⣲㣴、ࢢローバࣝ化がၥわれ

る中、ᅜ㝿ᛶࢆ㌟にࡲࡅࡘすࠋ

௨ୗのᚲಟ科┠��༢఩、㑅ᢥ科┠4༢఩、特ู研究��༢఩、ィ��༢఩が学఩

ྲྀᚓにᚲせ࡞༢఩と࡞りࡲすࠋ

ඛ ➃ ⓗ が ん ἞ 療 ᑓ 㛛 ་ 療 ே 養 成 コ ー ス

ඛ➃ⓗがん἞療ᑓ㛛་療ே養成コース䛾ᩍ⫱ෆᐜ 博士課程

఩༢ᚓྲྀ⩦ᐇ・⩦₇・⩏ㅮ

఩༢㸵ಟ研床臨んがⓗ➃ඛ

臨床腫瘍学ᴫㄽⅡB 㸰༢఩

఩༢㸰ㄽᴫ学医線射放瘍腫

఩༢㸰ーࢭ࣑ࢼ学医院学大

఩༢1ーࢭ࣑ࢼ理೔࿨生

臨床೔理࣡ーࢵࣙࢩࢡプ �༢఩

プロ࣒ࢬࣜࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ教育࣡ーࢵࣙࢩࢡプ 㸯༢఩

、の௚㑅ᢥ科┠（生物⤫ィ学ⅡA・ⅡBࡑ
医科学特ㄽⅡ、医学ⱥㄒ、臨床医学ᴫㄽⅡA、

医科学ᴫㄽⅡ、医科学ᐇ㦂ἲⅡ、
臨床研究ᴫㄽⅡA・ⅡB、

臨床研究₇⩦A・B）

㸲༢఩௨上㑅ᢥ

఩༢01究研ู特

合ィ（学఩ྲྀᚓにᚲせ࡞༢఩） ��༢఩

┠ᶆとする㈨格： 学఩（医学༤ኈ）
ᑓ㛛㈨格 ・がん治療ㄆ定医 ・放射線治療ᑓ㛛医

・がん薬物療ἲᑓ㛛医 ・各✀外科⣔ᑓ㛛医࡝࡞
・緩和医療ᑓ㛛医

ᖺᗘ H24 H25 H26 H27 H28 ྜィ

ཷධᐇ⦼ 6 8 10 9 9 42

ཷධᐇ⦼

2016
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ྲྀᚓがぢ㎸䜎䜜䜛各学会➼
ㄆᐃ㈨᱁䛾䛖䛱ᖹ成㻞㻠ᖺᗘ
௨㝆ཷ㦂䜔ྜ᱁ᐇ⦼が䛒䜛
㈨᱁ྡ㻔ㄆᐃ学会➼ྡ㻕

7㻞H6㻞H5㻞H㻠㻞H

ཷ㦂
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ྜ᱁
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

㈨᱁
ྲྀᚓ
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ཷ㦂
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ྜ᱁
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

㈨᱁ྲྀ
ᚓ者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ཷ㦂
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ྜ᱁
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

㈨᱁ྲྀ
ᚓ者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ཷ㦂
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

ྜ᱁
者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

㈨᱁ྲྀ
ᚓ者ᩘ

䛖䛱ᪧ
がんプ
ロ⛣⾜
者ᩘ

がん治療ㄆ定医
（᪥ᮏがん治療ㄆ定医ᶵᵓ）

0 0 0 0 0 0 㻞 0 㻞 0 㻞 0 㻠 0 㻠 0 㻠 0 㻞 0 㻞 0 㻞 0 

消化器外科ᑓ㛛医
（᪥ᮏ消化器外科学会）

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 㻞 0 㻞 0 㻞 0 5 0 5 0 5 0 

ங⭢ㄆ定医
（᪥ᮏங⒴学会）

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ங⭢ᑓ㛛医
（᪥ᮏங⒴学会）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 

᳨デ࣐ンࣔࣇࣛࢢィㄞᙳ
ㄆ定医

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 

消化器がん外科治療ㄆ定医 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 㻞 0 㻞 0 㻞 0 

消化器病ᑓ㛛医
（᪥ᮏ消化器病学会）

0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 

大⭠⫠㛛病ᑓ㛛医
（᪥ᮏ大⭠⫠㛛病学会）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 㻞 0 㻞 0 㻞 0 

がんプロ事ᴗ䛾㔞ⓗ成ᯝ

ඛ➃ⓗがん἞療ᑓ㛛་療ே養成コース大学㝔⏕䛾ྲྀᚓ㈨᱁ᩘ

ACTIVITY REPORT
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䐟がんプロ大学㝔⏕䛾ㄽᩥᩘ

ᑓ㛛ศ㔝
➹㢌ㄽᩥᩘ ඹⴭㄽᩥᩘ

H24 H25 H26 H27 H28 ィ H24 H25 H26 H27 H28 ィ

་ᖌ・ṑ科་ᖌ

䐟ᡭ⾡療ἲ 2 4 0 2 8 4 3 3 16 26

䐠放射線療法 0 3 4 1 8 6 6 4 3 19

䐡໬学療ἲ 0 3 3 1 7 6 2 6 6 20

䐢⦆࿴་療 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐣ṑ科ཱྀ⭍ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐤ᆅᇦᅾᏯ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐥䛭䛾௚ 1 3 7 8 19 2 1 11 12 26

⸆๣ᖌ・┳ㆤᖌ➼

䐦┳ㆤᖌ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑨医学物理士 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1

⑩放射線技師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ջ細胞検査士 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐪⸆๣ᖌ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐫䛭䛾௚䛾་療スタッフ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐬◊✲者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐭䛭䛾௚ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ィ 3 14 14 12 0 43 18 13 24 37 0 92

䐠がんプロ大学㝔⏕䛾学会Ⓨ⾲ᩘ

ᑓ㛛ศ㔝
⾲Ⓨⴭඹ⾲Ⓨ㢌➹

H24 H25 H26 H27 H28 ィ H24 H25 H26 H27 H28 ィ

་ᖌ・ṑ科་ᖌ

䐟ᡭ⾡療ἲ 10 14 27 50 101 19 28 65 150 262

②放射線療法 6 15 11 2 34 10 30 24 6 70

䐡໬学療ἲ 8 13 9 10 40 19 18 12 27 76

䐢⦆࿴་療 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1

䐣ṑ科ཱྀ⭍ 0 0 0 1 1 0 0 0 2 2

䐤ᆅᇦᅾᏯ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐥䛭䛾௚ 16 16 12 15 59 13 15 19 43 90

⸆๣ᖌ・┳ㆤᖌ➼

䐦┳ㆤᖌ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑨医学物理士 1 3 0 0 4 0 4 0 0 4

⑩放射線技師 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ջ細胞検査士 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐪⸆๣ᖌ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐫䛭䛾௚䛾་療スタッフ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐬◊✲者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

䐭䛭䛾௚ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ィ 42 61 59 78 0 240 61 95 120 229 0 505

ඛ➃ⓗがん἞療ᑓ㛛་療ே養成コース大学㝔⏕䛾ㄽᩥᩘཬ䜃学会Ⓨ⾲ᩘ

がんプロ事ᴗ䛾㔞ⓗ成ᯝ
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がんデ療にᑐする⯆࿡・関ᚰの࠶る臨床医ࡸᆅᇦ࡛ά㌍している医ᖌࢆᑐ㇟に、

がんのデ᩿・治療・研究にᚲせ࡞高ᗘඛ㐍ⓗ࡞知㆑とᢏ⾡࠶ࡕࡶࢆわࡓࡏ総合

医ࢆ㣴成し、㣴成しࡓ人ᮦが中ᚰとࡗ࡞てᆅᇦがん医療のネ࣡ࢺࢵーࢆࢡ形成

し、がんデ療のᆒてん化ࢆ㐍ࡵᆅᇦのがんデ療の㉁ྥࢆ上するࡇとࢆ┠ⓗとし

ていࡲすࠋ

教育内ᐜ：がんデ療のᆒ㟏化に┤᥋㈉⊩࡛ࡁる人ᮦ育成にྥࡅて、横浜市立大

学およびがんデ療㐃ᦠᣐⅬ病院におࡅるキャンࢧー࣎ー࡛ࢻの研ಟࡸがん医療

に関する科┠ཷࢆㅮするࡇと࡛、がんのデ᩿・治療・研究にᚲせ࡞高ᗘඛ㐍ⓗ

ࠋすࡲࡅࡘ㌟にࢆ⾡知㆑とᢏ࡞

௨ୗのᐇ⩦2༢఩、ᚲಟㅮ⩏�༢఩、㑅ᢥᚲಟㅮ⩏�༢఩のィ4༢఩がᚲせ࡞༢఩

と࡞りࡲすࠋ

ඛ➃ⓗがん἞療ᑓ㛛་療ே養成インテンシブコース䛾ᩍ⫱ෆᐜ

ඛ➃ⓗがん἞療ᑓ㛛་療ே養成インテンシブコース

REPORTACTIVITY

52016

科┠ྡ 㛤ㅮ᫬ᮇ 授業形ែ ༢఩ ᚲಟ・㑅ᢥ

ඛ➃ⓗがん臨床研ಟ ㏻ᖺ ᐇ⩦ 㸰 㑅ᢥᚲಟ㸰

臨床腫瘍学ᴫㄽⅡB ㏻ᖺ ㅮ⩏ 㸯 ᚲಟ

臨床研究ᴫㄽⅡA 前ᮇ ㅮ⩏ 1 㑅ᢥᚲಟ

臨床研究ᴫㄽⅡB 後ᮇ ㅮ⩏ 㸯 㑅ᢥᚲಟ

᭱పᚲ㡲༢఩ 合ィ 㸲༢఩
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ᮾி大学 がん◊✲་療ே養成コース

ᮾ㑥大学 がんከ⫋✀㐃ᦠᩍ⫱コース

⮬἞་科大学 ⥲ྜ་・ᆅᇦ⭘⒆学コース

横浜市立大学 ඛ➃ⓗがん἞療ᑓ㛛་療ே養成コース

がんᑐ⟇ᇶᮏἲ（平成��ᖺᗘ᪋行）によりがん医療のᆒ㟏化が᥎㐍ࡉれている中、

ᮏ事業は、研究⪅㣴成に㔜Ⅼࡃ⨨ࢆᮾி大学に、教育ᨵ㠉（横浜市立大学・ᮾ㑥大

学）ࡸᆅᇦ医療（⮬治医科大学）ࢆ᥎㐍する㸱大学が㐃ᦠするࡇとによࡗて、᭱ඛ

➃研究とがんのᐇᆅ医療の୧᪉に㐀ユࢆ᭷し、ᗈいどⅬࡽ࠿がん医療ࢆඛᑟしᨵ㠉

する⬟ຊࢆ᭷する医療人ࢆ育成するࡇとࢆ┠ᶆとしていࡲすࠋᮾி大学、横浜市立

大学、ᮾ㑥大学、⮬治医科大学は、遠㝸ྠ᫬中⥅により合ྠࢼ࣑ࢭーࢆ㛤ദし各大

学のබ㛤ࢼ࣑ࢭーࢆඹ᭷し、大学㛫の㐃ᦠࡵ῝ࢆがん医療のᆒ㟏化にດࡵていࡲすࠋ

合ྠࢼ࣑ࢭーは、2��2ᖺ4᭶ࡽ࠿⌧ᅾ࡛ࡲ、��ᅇ㛤ദし、参加人ᩘはᘏྡ����࡭

に࡞りࡲしࠋࡓ

㐃 ᦠ 大 学 䛾 ᩍ ⫱ コ ー ス

㐃ᦠ大学䛾ᩍ⫱コース

䝩ーム䝨ー䝆䜰䝗䝺ス

䡄䡐䡐䡌://www.yokohama-cu.ac.jp/univ/activity/cancer_p/index.html

各✀ࢼ࣑ࢭー・キャンࢧー࣎ー࡝࡞ࢻの᝟ሗⓎಙࢆおࡗ࡞ࡇておりࡲす

2016 6
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横浜市立大学医学部がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成ᇶ┙

᥎㐍プࣛン࡛は、横浜市立大学㝃ᒓ病院と㐃ᦠして、ẖ

᭶㸰ᅇࠕ横浜市立大学キャンࢧー࣎ーࢆࠖࢻ㛤ദしてお

りࡲすࠋ内ᐜは、前༙ࢆ��分ࢆ各ᑓ㛛医᭱ࡽ࠿᪂のがん

医療᝟ሗࢆᥦ౪するࠕㅮ⩏ࠖのሙとして、ࡓࡲ、後༙30

分は各✀がん⑕౛᳨ࢆウする࢝ンࣞ࢓ࣇンスのሙとして

ά⏝していࡲすࠋ

は、ᆅᇦ医療ᶵ関࡛ࠖࢻー࣎ーࢧ横浜市立大学キャンࠕ

の医ᖌ、コメディ࢝ࣝのⓙᵝにࡶබ㛤しておりࡲすࠋ

がんᝈ⪅の病ែにᛂࡓࡌより㐺ษ࡞がん医療ࢆᥦ౪࡛ࡁるよ࠺、キャンࢧー࣎ー

᭷する医ᖌࢆ⬟知㆑及びᢏ࡞はᡭ⾡、放射線療ἲ及び化学療ἲにᦠわるᑓ㛛ⓗ࡛ࢻ

➼にする医ᖌ➼によるがんᝈ⪅の⑕≧、病ែ、デ᩿及び治療᪉㔪␗ࢆの௚のᑓ㛛ࡑ

のពぢ஺᥮ࢆ行い、ᝈ⪅᝟ሗࢆඹ᭷するࡵࡓの࢝ンࣞ࢓ࣇンスࢆ行ࡗていࡲすࠋ

平成28ᖺᗘ キャンࢧー࣎ーࢻ

横 浜 市 立 大 学 䜻 䝱 ン 䝃 ー 䝪 ー 䝗 䛻 䛴 䛔 䛶

Cancer Board 

ᩘ人加参ᖌㅮ科当担ᐜ内᪥ദ㛤ᅇ

162 5/17�ⅆ) ➨16ᅇ㦵㌿⛣CB  2015ᖺの඲⑕౛ Review がん総合医科学 市川靖史 56ྡ

163 6/1(Ỉ)
当院におࡅるච␿࢖࣏ࢡࢵ࢙ࢳンࢺ㜼ᐖ๣の肝㞀ᐖにࡘ

いて
肝胆膵消化器病学 加藤┿࿃・ᩧ藤⪽ ��ྡ

164 6/21�ⅆ) ⾡前ᢠがん๣治療におࡅる内ど㙾ⓗࢼࣞࢻーࢪ⾡のᐇ㝿 内ど㙾ࢭンター ❑田㈼㍜ 2�ྡ

165 7/6(Ỉ)
のがん医療ࡽ࠿れࡇ

㹼࢚ࣅデンス࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡸンにとࡽわれ࡞いがん医療㹼
᪥ᮏ医科大学Ṋⶶ小
ᮡ病院・腫瘍内科

຾ಛ⠊அ 68ྡ

166 7/19�ⅆ) ➨3ᅇがんᆅᇦ㐃ᦠ࢝ンࣛ࢓ࣇンス ᆅᇦ㐃ᦠ ᒣ岡㈗子 ௚ 68ྡ

ྡ93史靖川市学科医合総んがBC⛣㌿㦵ᅇ71➨)Ỉ(3/8761

168 9/7(Ỉ) ᢠがん๣による腎㞀ᐖにࡘいて
化学療ἲࢭンター・

産婦人科
佐藤美紀子 37ྡ

169 9/20�ⅆ) 胆膵㡿ᇦにおࡅる㉸㡢Ἴ内ど㙾デ᩿ 肝胆膵消化器病学 佐藤高光 22ྡ

170 10/5�Ỉ) がん化学療ἲと薬物ືែ学 薬๣部 ኴ田一郎 32ྡ

172 11/8�Ỉ)
緩和医療のᑐ㇟⪅ࢆスࣜࢡーࢽンࢢし≧ែࢆ正しࡃ

アࢭスメンࢺするࡇとの㔜せᛶ
アࣝバータ・ࢲࢼ࢝
大学（緩和ケア）

ᶡぢ葉子 58ྡ

ྡ91㈗༤ᒣ中外一BC⛣㌿㦵ᅇ81➨)ⅆ(51/11371

174 12/20(ⅆ) 化学療ἲࢭンターሗ࿌ 化学療ἲࢭンター 佐藤美紀子 ௚ 22ྡ

175 1/17�ⅆ) ➨19ᅇ㦵㌿⛣CB（ᖺሗ） 放射線科・整形外科幡多政治・ᯇ尾光祐 21ྡ

176 2/21�ⅆ) ➨4ᅇがんᆅᇦ㐃ᦠ࢝ンࣛ࢓ࣇンス ᆅᇦ㐃ᦠ ඵ森淳・ᒣ岡㈗子௚

177 2/22�Ỉ) ネスとがんᝈ⪅のQ2/ྥ上ࣝࣇࢻン࢖࣐
᪩稲田大学 人㛫科

学学⾡院
⇃野宏᫛

史靖川市学科医合総んがࡵとࡲ)ⅆ(12/3971

2016
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キャンࢧー࣎ー࡛ࢻは、原Ⓨ୙᫂⒴、多Ⓨ㦵㌿⛣の⑕౛、㦵外(ZLQJ腫瘍と

いてがんࡘの㞴治がん、㐍行がんに࠿ࡘࡃいࡓࡗ࡞ၥ㢟と࡝࡞れる⑕౛ࡽ࠼⪄

関㐃の」ᩘのデ療科と多⫋✀がんᑓ㛛医療スタࣇࢵととࡶにヰし合いのᶵ会ࢆ

ており、大学඲ࡗ行ࢆいて᳨ウࡘ治療ἲにࡓれࡉり、ᝈ⪅の≧ἣに᭱㐺化ࡃࡘ

యの横᩿ⓗ㐃ᦠの᥎㐍、がんプロ学生の教育の᥎㐍にດࡵていࡲすࠋ

Cancer GrounG�5RXQGVの内ᐜ・がんᑓ㛛㣴成コースのㅮ⩏ࢆ㘓⏬し、ᮏ学の医

ᖌࡸ医療スタࣇࢵが、がん医療に関する᭱᪂の知㆑ࡸᢏ⾡にࡘいて学࡭るよ࠺に

ࠋすࡲり࠶ࡘࡘᾐ㏱しࡃがん医療ࠖがᗈ࡞横᩿ⓗࠕり࡞

平成28ᖺᗘ ⑕౛᳨ウ会

E -ラー䝙ング䛻䛴䛔䛶

㛤ദ᪥ 内 ᐜ 担当科 参加人ᩘ

5/17
�ⅆ�

㦵㌿⛣・⑊③による�౛ がん総合医科学௚ ��ྡ

8/3
�Ỉ�

ங⒴・多Ⓨ㦵㌿⛣に
よる㸰౛

臨床腫瘍科ங⭢外科・放
射線科・整形外科・緩和ケ

アࢳー࣒௚
��ྡ

11/15
�ⅆ�

ங⒴・多Ⓨ㦵㌿⛣に
よる㸯౛

外科・臨床腫瘍科・病理
部・放射線科・整形外科・

緩和ケアࢳー࣒
��ྡ

䜻 䝱 ン 䝃 ー 䝪 ー 䝗 䠖 㞴 ἞ が ん ・ 進 ⾜ が ん

横浜市立大学附属病院にて

症例検討会を開催

,'・パス࣡ーࢆࢻධຊし、ロ࢖ࢢンする э�ど⫈後、課㢟࣏ࣞーࢆࢺᥦฟする
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がんプロබ㛤䝉䝭ナー

 㛤ദ᪥ ࢸー࣐・ㅮᖌ・₇㢟�

➨ 1ᅇ㸨 2009/2/15 

103ྡ参加�

がん治療᭱前線ࠖࠕ：ー࣐ࢸ

Luka Milas,M.D., Ph. D., Division of Radiation Oncology, The University of Texas M D. 

Anderson Cancer Center, Houston Texas, USA 

Researchࠕ in Radiation Oncology at University of Texas M.D. Anderson Cancer Center: From 

the Laboratory to the Clinicࠖ

ᒣ田 ⁠（放射線医学総合研究ᡤ㔜⢏子ᐉ医科学ࢭンター病院）

ࠖ≦⌧がん治療のࡓい⏝ࢆ㔜⢏子線治療ࠕ

㒯 ඔ文（横浜市立大学大学院医学研究科臓器෌生医学）

ࠖ⬊る⤌⧊ᖿ⣽⬊と⒴ᖿ⣽ࡅᅛ形臓器におࠕ

千葉 由ᖾ（࢖ンࢸンࣈࢩコース、⅏ᐖ医療ࢭンター皮膚科）

ࠖ（のࡶࡁᮏ当はᛧい皮膚の࡛）ン࢖ࢧい、皮膚がんのࡓࡁておࡗ知ࠕ

小ᒾ ඞ⮳（横浜市立大学大学院医学研究科がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン特任助ᡭ）

㸽ࠖࡽࡓࡗ࡞に㸟皮膚がんにࡵࡓい࡞ࡽ࡞皮膚がんとは㸽皮膚がんにࠕ

助川 ᫂子（横浜市立大学医学部産婦人科）

い、緩和ケアのᇶ♏知㆑ࠖࡓࡁておࡗ知ࠕ

小田ษ 一ᑗ（横浜市立大学大学院医学研究科がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）

い、᪂しい放射線治療ࠖࡓࡁておࡗ知ࠕ

ⓙ川 由美子（横浜市立大学大学院医学研究科がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）

い、ዪᛶのがんの放射線治療ࠖࡓࡁておࡗ知ࠕ

 2009/11/14 

55ྡ参加�

 㸽ࠖ࠿スとはఱ࢖れる㏻ಙデバࡽࡵᅾᏯ医療࡛ồࠕ：ー࣐ࢸ

藤井 ຬ一（藤井ࢡࢵࢽࣜࢡ院長）ࠕᅾᏯ緩和ケアとࡑのၥ㢟Ⅼࠖ�

ᴯᯇ ඵ平（（⊂）᝟ሗ㏻ಙ研究ᶵᵓ᪂ୡ௦࣡ࣞࣖ࢖ス研究ࢭンター᥎㐍ᐊ）�

�の㐍ฟࠖ࡬㏻ಙᢏ⾡の㐍Ṍと医療分野ࠕ

ᯘ Ꮥ平（⥘島࣍ー࣒ケアࢡࢵࢽࣜࢡ院長）ࠕᅾᏯ医療におࡅるࣘࣅキスタス㟁子࢝ࣝࢸの౑⏝ࠖ�

パネࣝディス࢝ࣙࢩࢵンࠕ㐍Ṍする㏻ಙᢏ⾡は、ᅾᏯがん緩和医療ࢆᨭ࠼る医療⪅ࢆ助ࡽࡅれる࠿㸽ࠖ

➨ 2ᅇ㸨 2009/11/22 

89ྡ参加�

 いがん治療・がん治療᭱前線ࠖࡓࡁておࡗ知ࠕ：ー࣐ࢸ

嶋田 和༤（横浜市立大学大学院医学研究科がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）

�いてࠖࡘஙがんの᭱㏆のືྥと᳨デにࠕ

ᮌ村 ‽（横浜市立大学大学院医学研究科がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）

てᚓする⫶がん治療᭱前線ࠖࡗ知ࠕ

⏿ 千⛅（横浜市立大学㝃ᒓ病院 看護ᖌ長）ࠕがんの③ࡳとの௜ࡁ合い᪉と上ᡭ࡞ఏ࠼᪉ࠖ

Dr. Hideaki Ohnishi, Professor, Department of Psycho-Oncology, Saitama Medical University International Medical Center

Mental problems and psycho-oncological managementࠕ in cancer treatmentࠖ

Dr. Kenji Tamura, Director, Department of out-patient Center , National Cancer Center 

Pharmacokinetic andࠕ Biomarkers in Oncologyࠖ

Dr. Cathy Eng, M. D., F.A.C.P., Associate Professor, The University of Texas M D. Anderson Cancer Center, 

Department of Gastrointestinal Medical Oncology, Paradigm Development in Colorectal Cancer 

Paradigm Development in Colorectal Cancerࠖࠕ
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2010/1/14 

163 ྡ 

しࡊࡵࢆḟୡ௦⢏子線治療࡞いて-腫瘍⣽⬊㑅ᢥⓗࡘᝏᛶ腫瘍にᑐする中ᛶ子ᤕᤊ療ἲにࠕ：ー࣐ࢸ

てࠖ

ᯇ村 ᫂（⟃Ἴ大学大学院 人㛫総合科学研究科⑌ᝈไᚚ医学ᑓᨷ ⬻神⤒ᶵ⬟ไᚚ医学 教授） 

➨ � ᅇ㸨 2011/1/30 

181 ྡ 

のがん治療ࡽ࠿れࡇࠕ：ー࣐ࢸ 緩和医療との⤫合ࠖ

ᐑᇛᝋ子（横浜市立大学㝃ᒓ病院 化学療ἲࢭンター長・産婦人科） 

 ࠖ�ࡳ⤌て�横浜市立大学のྲྀりࡅࡴ子ᐑ頸がんのண㜵にࠕ

田口ᗣ人（Obstetrical㸤Gynecological Associates of Stillwater） 

 ࠖ�ࡽ࠿ケアの立ሙ࣐ࣜ࢖のᐇ㝿�⡿ᅜ産婦人科プࣛࢢンࢽーࣜࢡる婦人科がんスࡅ⡿ᅜにおࠕ

原田⤀介（横浜市立大学医学部麻酔科学 がんプロ特任助教） 

加藤大ឿ（横浜市立大学医学部精神科学 助教） 

 ࠖࡲ緩和医療のいࠕ

ᢠがん๣の立ሙࡽ࠿

Ἑಛ┿由美（がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）ࠕ大⭠がんの᭱᪂のືྥと治療ࠖ 

ᘅ島ᖾ彦（がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）ࠕ膵がんの᭱᪂のືྥと治療ࠖ

放射線治療の立ሙࡽ࠿

⣆谷健夫（がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）ࠕ放射線による緩和治療ࠖ 

ᾏὠ久（がんプロࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ㣴成プࣛン༤ኈ課⛬）ࠕඛ➃放射線治療ࠖ 

➨ 4 ᅇ㸨� 2012/1/15 

225 ྡ 

ஙがんの᭱᪂治療ࠕ：ー࣐ࢸ 横浜市立大学のྲྀり⤌ࠖࡳ

▼川 Ꮥ（横浜市立大学㝃ᒓ市Ẹ総合医療ࢭンターங⭢・⏥≧⭢外科 部長） 

 ஙがんの治療は௒ࠖࠕ

佐Ṋ 利彦（横浜市立大学㝃ᒓ市Ẹ総合医療ࢭンター形成外科 准教授） 

 いてࠖࡘ�෌ᘓ⾡とࣜンパᾋ腫ᑐ⟇・෌ᘓ⾡にࡃ美しࡶஙがんᡭ⾡後ࠕ

前川 二郎（横浜市立大学㝃ᒓ病院形成外科 部長）ࣜࠕンパᾋ腫にࡘいてࠖ 

光藤 健司（横浜市立大学医学部ṑ科口腔外科 准教授） 

 には・口腔ケアの㔜せᛶࠖ࠺行ࡃ࡞⁫りࢆஙがんの化学療ἲࠕ

℩⏿ ႐子（神ዉ川┴立がんࢭンター看護ᒁ ୺任看護ᖌ・ஙがん看護ㄆ定看護ᖌ） 

 んの㺙㺬㺽㺎㺞㺎�ஙがん看護ㄆ定看護ᖌのお௙事ࠖࡉ⪅ஙがんᝈࠕ

➨ 5 ᅇ 2012/2/10 

166 ྡ 

緩和ケアの᭱᪂治療ࠖࠕ：ー࣐ࢸ

小⃝➉ಇ（ࡳࡄࡵᅾᏯࢡࢵࢽࣜࢡ 院長）ࡇࠕれࡽ࠿のᅾᏯ緩和にࡘいてࠖ

ኴ田 ࿘平（神ዉ川┴立がんࢭンター 緩和ケア内科部長）ࠕ緩和ケア病Ჷのྲྀり⤌ࠖࡳ

ᶡぢ 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）

 ࠖࡽ࠿の緩和医療の⌧ሙ࡛ࢲࢼ࢝ࠕ

➨ � ᅇ㸨� 2013/2/17 

194 ྡ 

㹼ࠖࡽࡓࡗࡲてしࡗ࠿࠿に、がんにࡵࡓい࡞ࡽ࠿࠿がんとᰤ㣴㹼がんにࠕ：ー࣐ࢸ

㞜部 ᘯ美（横浜市立大学㝃ᒓ病院ᰤ㣴部）ࠕ横浜市大のᰤ㣴部のᙺ๭ࠖ

川口美႐子（島᰿大学医学部㝃ᒓ病院 臨床ᰤ㣴ᐊ ᐊ長）ࠕ㣗࡭る႐びࢆᨭ࠼るࠖ

大村 健二（ᒣ中 Ἠ医療ࢭンター ࢭンター長）ࠕがんᝈ⪅のᰤ㣴⟶理ࠖ 

➨ 7 ᅇ 2013/6/24 

���ྡ 

いてࠖࡘる緩和医療にࡅアࣝバータ大学にお・ࢲࢼ࢝ࠕ：ー࣐ࢸ

Prof. Sharon Watanabe, Division of Palliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 

Special Clinical Lecture: The Interface of Oncology and Palliative Care: an Albertan perspectiveࠖࠕ

➨ � ᅇ 2013/11/1 

横浜市立大学 30 ྡ 

ᮾி大学 13ྡ 

ᮾ㑥大学 2ྡ 

合ィ 45 ྡ�

るࡅ大学におࣝࢮス・バー࢖スࠕ：ー࣐ࢸ DOTATOC 治療にࡘいてࠖ

Prof. Damian Wild, Division of Nuclear Medicine, University of Basel Hospital 

:Special Clinical Lectureࠕ DOTATOC for treatment of neuroendocrine, tumors – experience at the University

of Basel Hospital, Switzerland ࠖ
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➨ � ᅇ㸨 2013/11/2 

156 ྡ 

RIࠕ：ー࣐ࢸ 内⏝療ἲによるがんの放射線治療 ̺ス࢖ス・バーࣝࢮ大学のྲྀり⤌ࢆࡳ中ᚰに̺ࠖ

市川 靖史（横浜市立大学大学院医学研究科 臨床腫瘍科学 准教授）

ࠖ࡝࡞とࡇがん治療の㐍Ṍと᭱㏆ヰ㢟の神⤒内分泌腫瘍のࠕ

⤱谷 Ύ๛(㔠ἑ大学医薬ಖ健研究ᇦ医学⣔᰾医学 教授) 

ࠖ࠿総ㄽ 内⏝療ἲによるがん治療とはఱࠕ

小ᯘ つಇ（横浜市立大学㝃ᒓ病院 臨床腫瘍科・ங⭢外科 助教）

にࠖࡵࡓるࡅཷࢆい̺ᾏ外࡛治療࡞ࡵࡽࡁ࠶ࢆ治療ࠕ

Prof. Damian Wild, Division of Nuclear Medicine, University of Basel Hospital 

る神⤒内分泌腫瘍の治療ἲࠖࡅ大学におࣝࢮス・バー࢖スࠕ

特ูⓎゝ：ᝈ⪅ᵝの௦⾲ 

総ᣓⓎゝ：௒村 正அ（関す㟁ຊ病院㢳ၥ ி㒔大学ྡ㄃教授）

 2��4���2� 

33 ྡ 

薬物療ἲࣛンࣙࢳンࢼ࣑ࢭー

ー࣐：MDࢸ Anderson Cancer Center にࡘいて

Dr. Scott Kopetz, Department of Gastrointestinal Medical Oncology, University of Texas, MD Anderson Cancer

Center

➨ 10 ᅇ 2��4���2� 

横浜市立大学 34 ྡ 

ᮾி大学 11ྡ 

ᮾ㑥大学 �ྡ 

合ィ 48 ྡ�

ࠖ⏝の臨床ᛂࡑ大⭠がんの分子生物学ⓗ病ᮇ分㢮とࠕ：ー࣐ࢸ

Dr. Scott Kopetz, Department of Gastrointestinal Medical Oncology, University of Texas, MD Anderson Cancer

Center 

Special Clinical Lecture: Clinical Implementation of Molecular Classification of Colorectal Cancer 

2014/11/5 

横浜市立大学 60 ྡ 

ᮾ㑥大学 11ྡ 

⮬治医科大 16ྡ 

合ィ 87 ྡ�

プㅮᗙࠖࢵンアࣙࢪローࣝバーࢺの⒴ᛶ⑊③コンࡵࡓのࢺがんデ療࢚キスパーࠕ：ー࣐ࢸ

ᶡぢ 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）

Special Clinical Lecture: Overtreatmentࠕ of painࠖ

➨ 11ᅇ㸨 2014/11/2� 

�3 ྡ 

にࠖࡵࡓの࠺る-より良い“生”の඲࠼⪄ࢆがんᅾᏯ緩和ケアࠕ：ー࣐ࢸ

横浜の緩和医療

助川 ᫂子（横浜市立大学産婦人科学）ࠕがん⤊ᮎᮇ࡝ࢆのよ࠺に㐣ࡈす࠿㸽̺緩和ケアのᙺ๭ࠖ

ᅜව ᾈႹ（横浜市立市Ẹ病院緩和ケア内科部長）ࠕ病院の⤊ᮎᮇ医療㸫緩和ケア病Ჷの医ᖌࠖࡽ࠿

小原 健（横℈㧘島デ療ᡤᡤ長）ࠕᅾᏯの⤊ᮎᮇ医療㸫ᅾᏯ療㣴ᨭ᥼デ療ᡤ医ᖌࠖࡽ࠿

特ูㅮ₇ にࠖࡵࡓする࠺඲ࢆに生࠺よࡴれて、⮬分のᮃࡲの人にᅖࡳ㥆ᰁ、࡛⏫ࡓれ័ࡳఫࠕ

市原 美✑ NPO ἲ人 ࣍ー࣒࣍スࣆスᐑᓮ 理事長

➨ 12 ᅇ� 2015/6/16 
横浜市立大学 84 ྡ 

ᮾி大学 11ྡ 

ᮾ㑥大学 10ྡ 

⮬治医科大 �ྡ 

合ィ 110 ྡ 

ࠖࢺー࣏ࢧるがん医療の₎᪉ࡳࡽ࠿⑕౛ࠕ：ー࣐ࢸ

ᯘ ᫂᐀（神ዉ川┴立がんࢭンター₎᪉࣏ࢧーࢭࢺンター・ᮾὒ医学科⬻神⤒外科 部長） 

➨ 13 ᅇ� 2015/11/4 
横浜市立大学 111 ྡ 

ᮾ㑥大学 �ྡ 

⮬治医科大 10ྡ 

合ィ 127 ྡ 

る㙠㟼と安ᴦṚのၥ㢟ࠖࡅ緩和医療におࠕ：ー࣐ࢸ

ᶡぢ 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）

2015/11/17 

25 ྡ 

緩和ケアࣛンࣙࢳンࢼ࣑ࢭー

The History ofࠕ：ー࣐ࢸ Palliative Care: What can we learn for the future?ࠖ

Prof. Sharon Watanabe, Division of Palliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta

➨ 14 ᅇ 2015/11/17 

横浜市立大学 3� ྡ 

ᮾ㑥大学 2ྡ 

⮬治医科大 �ྡ 

合ィ 47 ྡ�

⒴ᛶ⑊③の᭱᪂の治療ἲと評価ἲࠕ：ー࣐ࢸ Assessment and Management of Complex Cancer Painࠖ

Prof. Sharon Watanabe, Division of Palliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 
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2016/2/26
14ྡ ➨87ᅇᰤ㣴療ἲຮᙉ会

ࠖ➽㦵格ࡓぢࡽ࠿臨床ᰤ㣴学、௦ㅰ学ࠕ：ー࣐ࢸ

Skeletal Muscle in Clinical Nutrition and Metabolism

Dr. Vickie E Baracos（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 教授）

➨15ᅇ 2016/7/6
横浜市立大学
40ྡ
ᮾ㑥大学4ྡ
⮬治医科大4ྡ
合ィ48ྡ

いがん医療㸫ࠖ࡞われࡽンにと࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡸデンスࣅのがん医療㸫࢚ࡽ࠿れࡇࠕ：ー࣐ࢸ

຾ಛ ⠊அ（᪥ᮏ医科大学Ṋⶶ小ᮡ病院・腫瘍内科教授・部長）

➨16ᅇ 2016/9/15
227ྡ

ࡶࢆぶࡓࡗ࡞㸽㹼がんに࠿すࡲࡏࡽ知ࢆにఱࡶ࡝子࡞の大ษࡓ࡞࠶、ࡁとࡓࡗ࡞がんにࠕ：ー࣐ࢸ

る㹼ࠖ࠼⪄ࢆケアࡶ࡝子ࡘ

Ms. Martha Aschenbrenner（MD Anderson Cancer Center Palliative care unit manager）

14



➨17ᅇ 2016/11/8
横浜市立大学
42ྡ
⮬治医科大16
ྡ

合ィ58ྡ

との㔜せᛶࡇするࢺスメンࢭアࡃ正しࢆし≧ែࢢンࢽーࣜࢡスࢆ⪅㇟緩和医療のᑐࠕ：ー࣐ࢸ

The role of the screening and standardized assessment in palliative care
ᶡぢ 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）

➨18ᅇ 2017/2/22
ネスとがんᝈ⪅のQOLྥ上ࠖࣝࣇࢻン࢖࣐ࠕ：ー࣐ࢸ

⇃野 宏᫛（᪩稲田大学人㛫科学学⾡院教授、人㛫科学学⾡院副学⾡院長、人㛫総合研究ࢭンター

ᡤ長、ᛂ⏝⬻科学研究ᡤᡤ長）

䠆䛿䚸横浜市立大学がんプロ市Ẹබ㛤ㅮᗙ
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㸨は遠㝸ྠ᫬中⥅によるㅮ⩏

ᅇ/参加ᩘ ᪥᫬・₇㢟・₇⪅�

➨ � ᅇ�

46 ྡ

平成 24 ᖺ 5 ᭶ 22 ᪥（ⅆ）19:00-20:30 

₇㢟ࠕ᪂つᢠがん๣と放射線治療ే⏝の課㢟ࠖ

₇⪅ 後藤 ᜶（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 ࿧྾器内科 助教）

₇㢟ࠕ子ᐑ頸がん、㣗道がんにᑐする放射線化学療ἲのネࢲプࣛࢳンの᭷⏝ᛶࠖ

₇⪅ ᒣୗ ⱥ⮧（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 放射線科 助教）

➨ 2 ᅇ�

23 ྡ 

平成 24 ᖺ 6 ᭶ 28 ᪥（ᮌ）18:45-20:15 

₇㢟࣒ࣀࢤࠕ安定ᛶの特ᛶにᇶ࡙ࡃがん治療の㛤Ⓨࠖ

₇⪅ ⣽谷 紀子（ᮾி大学大学院医学研究科⑌ᝈ生࿨ᕤ学ࢭンター�放射線分子医学部㛛 ㅮᖌ）�

➨ � ᅇ�

59 ྡ

平成 24 ᖺ 7 ᭶ 10 ᪥（ⅆ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ⭡腔内化学療ἲのᇶ♏と臨床ࠖ

₇⪅ ᒣ口 ༤紀（ᮾி大学大学院医学研究科 腫瘍外科学 特任ㅮᖌ）

➨ 4 ᅇ�

42 ྡ 

平成 24 ᖺ 9 ᭶ 28 ᪥（㔠）19:15-20:30

₇㢟ࠕ㦵㌿⛣のデ᩿と治療ࠖ

₇⪅ ⠛田 ⿱介（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 整形外科・⬨᳝外科 助教）�

➨ � ᅇ�

42 ྡ

平成 24 ᖺ 9 ᭶ 28 ᪥（㔠）19:15-20:30

₇㢟ࠕ放射線治療の㐣ཤ・⌧ᅾ・ᮍ᮶-4 ḟඖ治療にྥࡅて-ࠖ

₇⪅ 中川 ᜨ一（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 放射線科 准教授）�

➨ � ᅇ�

26 ྡ

平成 24 ᖺ 10 ᭶ 16 ᪥（ⅆ）18:45-20:15

₇㢟ࠕⓑ⾑病ᖿ⣽⬊ࠖ

₇⪅ ∦岡 ᆂு（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 ⾑ᾮ・腫瘍内科 特任助教）�

➨ � ᅇ�

35 ྡ 

平成 24 ᖺ 11 ᭶ 15 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ⡿ᅜ࡛の㐀⾑ᖿ⣽⬊⛣᳜におࡅる多⫋✀㐃ᦠࠖ

₇⪅ 㕥ᮌ 美✑（ᮾி大学大学院医学研究科 成人看護学分野 助教）�

➨ � ᅇ�

52 ྡ

平成 25 ᖺ 1 ᭶ 24 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ 膵がん᧞⁛ࢆ┠ᣦし、医療⪅ととࡶに㜚࠺ᅜ㝿 NPO ᝈ⪅ᅋయ Case study: Pancreatic Cancer Action 

Networkࠖ

₇⪅ 眞島 ႐ᖾ（特定㠀営利άືἲ人パンキャン・ࢪャパン 理事・事務ᒁ長）�

➨ � ᅇ�

30 ྡ 

平成 25 ᖺ 2 ᭶ 21 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ緩和医療におࡅる臨床ヨ㦂の⌧≧とၥ㢟Ⅼࠖ

₇⪅ 稲田 ಟኈ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 緩和ケアデ療部 特任助教）�

➨ �0 ᅇ�

㸨�5ྡ

平成 25 ᖺ 3 ᭶ 11 ᪥（᭶）18:45-20:15

₇㢟ࠕ分子ᶆⓗ薬の臨床薬理ࠖ

₇⪅ ୕浦 ᑗ࿃（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 薬๣部 特任助教）�
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➨ 11 ᅇ㸨

93 ྡ 

平成 25 ᖺ 5 ᭶ 22 ᪥（Ỉ）18:45-20:15

₇㢟ࠕᶵ⬟ Ꮡと腫瘍ไᚚの୧立ࢆ┠ᣦしࡓᝏᛶ腫瘍にᑐする治療ࠖ

₇⪅ ᩧ藤 㑥᫛（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 ⬻神⤒外科 助教）�

₇㢟ࠕᝏᛶ⬻腫瘍にᑐする放射線治療 多ᵝ࡞放射線ࢆ⏝いࡓ線㔞ቑ加ࠖ

₇⪅ 井ᇉ ᾈ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 放射線科 ㅮᖌ）�

➨ 12 ᅇ�

㸨�9ྡ�

平成 25 ᖺ 6 ᭶ 18 ᪥（ⅆ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ多⫋✀㐃ᦠによる㐀⾑ᖿ⣽⬊⛣᳜治療ࠖ

₇⪅ ⠛原 ᫂ோ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 ⾑ᾮ・腫瘍内科 特任ㅮᖌ）�

㸨84ྡ ➨ � ᅇ横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー 平成 25 ᖺ 6 ᭶ 24 ᪥（᭶）18:30-20:00

₇㢟ࢲࢼ࢝ࠕ・アࣝバータ大学におࡅる緩和医療にࡘいてࠖ

₇⪅� Prof. Sharon Watanabe, Division of Palliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta

➨ 13 ᅇ�

㸨42ྡ�

平成 25 ᖺ 7 ᭶ 5 ᪥（㔠）18:45-20:15

₇㢟ࠕがん治療医・一般デ療医のࡵࡓのがん⑊③緩和࢚ࢭࢵンスࠖ

₇⪅ 㔠井 良᫭（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 緩和ケアデ療部副部長）�

㸨50ྡ ➨ 2 ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦがんᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー 平成 25 ᖺ 7 ᭶ 11 ᪥（ᮌ）19:30-20:30

₇㢟ࠕᅾᏯ医療のど野ࢆᗈࡆるࠖ

₇⪅ 小ᯇ ᠇一（⮬治医科大学㝃ᒓ病院総合デ療部 助教）�

➨ 14 ᅇ�

㸨�3ྡ�

平成 25 ᖺ 8 ᭶ 26 ᪥（᭶）18:45-20:15

₇㢟ࠕがんにおࡅる㠀⩻ヂ RNA のᙺ๭ࠖ

₇⪅ ᐑ川 隆（ᮾி大学大学院医学研究科 人య病理学・病理デ᩿学分野 特任助教）

➨ 15 ᅇ�

㸨��0ྡ

平成 25 ᖺ 9 ᭶ 11 ᪥（Ỉ）19:00-20:30

₇㢟ࠕᝏᛶ消化⟶⊃✽にᑐするスࢸンࢺ治療 （ࠖ༑二ᣦ⭠スࢸンࢺ・大⭠スࢸンࢺ）

₇⪅ 佐ࠎᮌ 隆（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 消化器内科 助教）༑二ᣦ⭠スࢸンࢺ

   ྜྷ田ಇኴ郎（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 消化器内科 特任臨床医）大⭠スࢸンࢺ�

➨ 1� ᅇ�

㸨45ྡ�

平成 25 ᖺ 10 ᭶ 9 ᪥（Ỉ）18:45-20:15

₇㢟ࠕグ⪅として、ࢧバ࢖バーとしてぢࡓࡵࡘ“がん医療”ࠖ

₇⪅ 小嶋 ಟ一（TBS （ሗ道ᒁゎㄝ委員ࣅࣞࢸ

➨ 1� ᅇ�

㸨�0ྡ�

平成 25 ᖺ 11 ᭶ 1 ᪥（㔠）18:30-20:00

₇㢟ࠕス࢖ス・バーࣝࢮ大学におࡅる DOTATOC 治療にࡘいてࠖ

₇⪅� Prof. Damian Wild, Department of Radiology㸤Nuclear Medicine, University of Basel Hospital

➨ 18 ᅇ�

㸨�3ྡ�

平成 25 ᖺ 12 ᭶ 19 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࢳ࣐ࣝࠕキࢼーࢮ㜼ᐖ๣の᭱㏆のືྥࠖ

₇⪅ ୕浦 ᑗ࿃（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 薬๣部 特任助教）�

   ὸ岡 良成（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院 消化器内科 助教）�
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➨ 19 ᅇ�

㸨�8ྡ�

平成 26 ᖺ 1 ᭶ 16 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ肝⣽⬊⒴࡛⪃࠼るがん治療のᮍ᮶ࠖ

₇⪅� ᘓ▼� 良介（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 消化器内科� 特任ㅮᖌ）�

㸨�0ྡ ➨ 4 ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦがんᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 26 ᖺ 2 ᭶ 19 ᪥（Ỉ）19:30-20:30

₇㢟ࢳࠕャࣞンࢪ㸟ᅾᏯ緩和ケアࠖ

₇⪅� ⱴ᰿� ⩏和（ᮾⰪ病院� 緩和ケアࢭンター長）

➨ 20 ᅇ�

㸨42ྡ�

平成 26 ᖺ 2 ᭶ 20 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕがんの࣒ࣀࢤ␗ᖖࠖ

₇⪅� ྜྷぢ� ᫛秀（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� ⾑ᾮ腫瘍内科� 特任助教）�

➨ 21 ᅇ�

㸨�� ྡ�

平成 26 ᖺ 4 ᭶ 17 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ腫瘍内科のᮍ᮶࠼⪄ࢆる㹼㐍行⒴にᑐして⚾ࡕࡓはఱࢆす࠿ࡁ࡭㹼ࠖ

₇⪅� 高野� 利ᐇ（⹡の㛛病院臨床腫瘍科部長）�

➨ 22 ᅇ�

㸨�0ྡ�

平成 26 ᖺ 5 ᭶ 19 ᪥（᭶）18:45-20:15

₇㢟ࠕがん治療ᮇの③ࡳにᑐする薬物療ἲのᐇ㊶と␃ពⅬ㹼ࡐ࡞ WHO ᘧ 3 ẁ㝵㙠③ࣛࢲー࡛はい࡞ࡅいの

㸽ࠖ࠿

₇⪅� ఫ谷� ᫀ彦（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 緩和ケアデ療部）�

㸨�2ྡ� ⮬治医大がんプロࢼ࣑ࢭー� 平成 26 ᖺ 5 ᭶ 22 ᪥（ᮌ）18:30-20:00

₇㢟ࣝࣈࢲࠕバࣝーン内ど㙾ࢆ⏝いࡓがんデ療の⌧≧ࠖ

₇⪅� ᒣᮏ� ༤ᚨ（⮬治医科大学大学院医学研究科� 消化器内科学ᑓᨷ科� 教授）�

㸨� ➨ � ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦがんᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 26 ᖺ 6 ᭶ 25 ᪥（Ỉ）19:30-20:30

₇㢟ࠕがんととࡶにᬽࡽす᪥ᖖࠖがんᝈ⪅のᰤ㣴⟶理と⫶⒦の良ዲ࡞関係

₇⪅� 㕥ᮌ� ⿱（ᅜ㝿医療福♴大学� 教授）�

➨ 23 ᅇ�

㸨�6ྡ�

平成 26 ᖺ 7 ᭶ 9 ᪥（Ỉ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ膵⒴ᇶ♏研究の᪂ᒎ㛤：Ⓨ⒴࣐࢘スࣔデࣝࡽ࠿臨床ࢆぢᤣ࠼てࠖ

₇⪅� ఀᆅ知秀᫂（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 消化器内科� 病ែᰤ㣴治療部ㅮᖌ）�

➨ 24 ᅇ�

㸨�� ྡ�

平成 26 ᖺ 9 ᭶ 18 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕ臨床ヨ㦂データ⟶理のᇶ♏ࠖ

₇⪅� ᒾ℩� ဴ（ᮾி大学医科学研究ᡤ㝃ᒓ病院� 緩和医療科� 特任ㅮᖌ）�

₇㢟ࠕ臨床ヨ㦂におࡅるࢳー࣒医療ࠖ

₇⪅� 藤原� 紀子（ᮾி大学医科学研究ᡤ㝃ᒓ病院� 看護部 TR・治㦂ࢭンター/緩和医療科� 臨床研究コーディ

ネーター/がん看護ᑓ㛛看護ᖌ）�

㸨48ྡ� ➨ 10 ᅇ横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー� 平成 26 ᖺ 9 ᭶ 26 ᪥（㔠）18:30-20:00

₇㢟ࠕ大⭠がんの分子生物学ⓗ病ᮇ分㢮とࡑの臨床ᛂ⏝ࠖ

₇⪅ Dr. Scott Kopetz, Department of Gastrointestinal Medical Oncology, University of Texas, MD Anderson Cancer

Center
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➨ 25 ᅇ�

㸨�4ྡ�

平成 26 ᖺ 10 ᭶ 9 ᪥（ᮌ）18:45-20:15

₇㢟ࠕがんのㄆ知行ື療ἲࠖ

₇⪅� 藤⃝� 大介（៞ᛂ⩏ሿ大学医学部� 精神神⤒科� ㅮᖌ）�

14 ྡ� ➨ 6 ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 26 ᖺ 10 ᭶ 15 ᪥（Ỉ）19:30-20:30 

₇㢟 ᅾᏯ看護ࠕᐙ᪘介護⪅の╀りࢆᏲࠖ࠺ࢁ

㑅⪅� 尾ᓮ� ❶子（ᮾ㑥大学� ᅾᏯ看護学研究ᐊ� 教授）�

➨ 26 ᅇ�

㸨�4ྡ�

平成 26 ᖺ 10 ᭶ 29 ᪥（Ỉ）18:45-20:15 

₇㢟ࠕがんᝈ⪅が᝟ሗࢆ知るࡇとの㔜せᛶࠖ

₇⪅� ኳ野� ៅ介（一般♫ᅋἲ人ࣝࢢープ・ネࢧࢡス・ࢪャパン理事長）�

㸨8� ྡ� 横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー� 平成 26 ᖺ 11 ᭶ 5 ᪥（Ỉ）18:30-19:50 

₇㢟ࠕがんデ療࢚キスパーࢺのࡵࡓの⒴ᛶ⑊③コンࢺローࣝバーࣙࢪンアࢵプㅮᗙࠖ

₇⪅� ᶡぢ� 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）�

➨ 2� ᅇ�

㸨�0ྡ�

平成 26 ᖺ 12 ᭶ 18 ᪥（ᮌ）18:45-20:15 

₇㢟ࠕがんにおࡅるᆅᇦ㐃ᦠと᝟ሗᥦ౪のࡇれ࠼⪄ࢆࡽ࠿よࠖ࠺

₇⪅� Ώ㑔� Ύ高（ᖇி大学医学部内科学ㅮᗙ� 腫瘍内科� 准教授）�

㸨16ྡ� ⮬治医科大学がんプロࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 2 ᭶ 5 ᪥（ᮌ）ᘏᮇ 3 ᭶ 12᪥（ᮌ）18:30- 

₇㢟ࠕ医療㐣␯್におࡅるがんデ療の⌧≧と課㢟ࠖ

₇⪅� 小ᯇ� ᠇一（⮬治医科大学医療学ࢭンター）�

➨ 28 ᅇ�

㸨�8ྡ�

平成 27 ᖺ 2 ᭶ 19 ᪥（ᮌ）18:45-20:15 

₇㢟ࠕಶู化医療ࡓࡅྥ࡬バ࢜࢖バンࢪࢡャパンのྲྀり⤌ࠖࡳ

₇⪅� ᯇ田� ᾈ一（ᮾி大学医学科研究ᡤ࣒ࣀࢤࢺࣄゎᯒࢭンターࢩー࢚ࢡンスᢏ⾡㛤Ⓨ分野� 准教授）

➨ 29 ᅇ�

㸨�9ྡ�

平成 27 ᖺ 2 ᭶ 20 ᪥（㔠）18:15- 

₇㢟ࠕがんとࣜࢸࣜࣅࣁーࣙࢩンࠖ

₇⪅� ⠛田� ⿱介（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� �ン部ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ ㅮᖌ）�

� � � 高ᶫ� 㞞人（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� �ン部ࣙࢩーࢸࣜࣅࣁࣜ 副ᢏᖌ長）

➨ 30 ᅇ�

40 ྡ�

平成 27 ᖺ 3 ᭶ 2 ᪥（᭶）18:30-20:00 

₇㢟࢘࣍ࠕ⣲中ᛶ子ᤕᤊ療ἲࠖ

₇⪅� 井ᇉ� ᾈ（ᅜ立がんࢭンター中ኸ病院� 放射線治療科）�

➨ 31 ᅇ�

㸨�5ྡ�

平成 27 ᖺ 5 ᭶ 29 ᪥（㔠）18:45-20:15 

₇㢟ࠕ前立⭢⒴にᑐする࢘ࣝ࢖ス療ἲのヨࠖࡳ

₇⪅� 福原� ᾈ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 泌尿器科� 准教授）

㸨99ྡ� ➨ 12 ᅇ横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 6 ᭶ 16 ᪥（ⅆ）18:20-19:50

₇㢟ࠕ⑕౛ࡳࡽ࠿るがん医療の₎᪉࣏ࢧーࠖࢺ

₇⪅� ᯘ� ᫂᐀（神ዉ川┴立がんࢭンター₎᪉࣏ࢧーࢭࢺンター・ᮾὒ医学科⬻神⤒外科� 部長）�
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➨ 32 ᅇ�

㸨�3ྡ�

平成 27 ᖺ 6 ᭶ 24 ᪥（Ỉ）18:45-20:00

₇㢟ࠕEB スとⓎがんࠖࣝ࢖࢘

₇⪅� ∵久� ⥤（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 病理部� 特任ㅮᖌ）�

㸨4� ྡ� ➨ 8 ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 6 ᭶ 25 ᪥（ᮌ）19:30-20:30

₇㢟ࠕ⫶⒴᳨デにおࡅる内ど㙾᳨ᰝの᭷⏝ᛶとၥ㢟Ⅼ（ࣆロࣜ⳦ឤᰁࡵྵࡶて）ࠖ

㑅⪅� Ἑ合� 隆（ᮾி医科大学病院内ど㙾ࢭンター� 教授）�

➨ 33 ᅇ�

㸨43ྡ�

平成 27 ᖺ 7 ᭶ 30 ᪥（ᮌ）18:45-20:00

₇㢟ࠕキࢼーࢮ㜼ᐖ薬による副స⏝Ⓨ⌧メ࣒࢝ࢬࢽの研究ࠖ

₇⪅� ᮏ㛫� 㞞（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 薬๣部� 特任准教授）�

➨ 34 ᅇ�

㸨�0ྡ�

平成 27 ᖺ 9 ᭶ 29 ᪥（ⅆ）18:30-19:45

₇㢟ࠕがんࢧバ࢖バーがồࡵるがんプロࠖࣝࢼࣙࢩࢵ࢙ࣇ

₇⪅� 小嶋� ಟ一（TBS �ሗ道ᒁゎㄝ委員）、内田ࣅࣞࢸ ⤮子（NPO ἲ人ࣈーࢤンࣜࣅア௦⾲）�

㸨�3ྡ� ⮬治医科大学� ᅄ大学合ྠࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 10 ᭶ 8 ᪥（ᮌ）18:15- 

₇㢟ࠕ↓ᩱ⤫ィࢺࣇࢯ EZR ࡛がん㡿ᇦの生Ꮡゎᯒࠖ

₇⪅� 神田� ၿ伸（⮬治医科大学大学院医学研究科� ⾑ᾮ病学ᑓᨷ科� 教授）�

➨ 3� ᅇ�

㸨�� ྡ�

平成 27 ᖺ 10 ᭶ 22 ᪥（ᮌ）18:30-19:45 

₇㢟࢜ࠕンコロࢪスࢺにࡶᚲせࡏ࡞んዶの知㆑ࠖ

₇⪅� 稲田� ಟኈ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 緩和ケアデ療部� 特任助教）�

㸨123ྡ� ➨ 13 ᅇ横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 11 ᭶ 4 ᪥（Ỉ）18:20-19:50 

₇㢟ࠕ緩和医療におࡅる㙠㟼と安ᴦṚのၥ㢟ࠖ

₇⪅� ᶡぢ� 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）�

㸨29ྡ� ➨ 9 ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 11 ᭶ 5 ᪥（ᮌ）19:30-20:30 

₇㢟ࠕ大⭠がんスࣜࢡーࢽンࢢと内ど㙾ⓗ࣏ࣜープ᦬㝖後ࢧー࣋ࣛ࢖ンスࠖ

₇⪅� ᯇ田� ᑦ久（ᅜ立がん研究ࢭンターがんண㜵・᳨デ研究ࢭンター᳨デ部� 部長）

20� ྡ� ⮬治医科大学がんプロබ㛤ㅮᗙ� 平成 27 ᖺ 11 ᭶ 14 ᪥（ᅵ）14:00-16:30

₇㢟ࠕ⫵⒴デ療のᐇ㝿とデ療㐃ᦠࠖ

₇⪅� ᮡᒣᖾẚ （ྂ⮬治医科大学࿧྾器内科� 教授）、遠藤� ಇ㍜（⮬治医科大学࿧྾器外科� 教授）、Ώ㑔� 㑥

彦（一般㈈ᅋἲ人とࡂࡕメディ࢝ࣝࢭンターᅾᏯ࣍スࣆスとࡕのᮌᡤ長）

㸨47ྡ� ➨ 14 ᅇ横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 11 ᭶ 17 ᪥（ⅆ）18:30-19:50 

₇㢟ࠕ⒴ᛶ⑊③の᭱᪂の治療ἲと評価ἲ Assessment and Management of Complex Cancer Painࠖ

Prof. Sharon Watanabe, Division of Palliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta

➨ 3� ᅇ�

㸨�8ྡ�

平成 27 ᖺ 11 ᭶ 20 ᪥（㔠）18:30-19:45 

₇㢟ࠕ多⫋✀によるがんとᑵປᨭ᥼࠼⪄ࢆるࠖ

₇⪅� 平岡� ᫭（ᅜ立がん研究ࢭンターがんࢧバ࢖バーࢵࢩプᨭ᥼研究部、コ࣐ࢶ健ᗣቑ㐍ࢭンター産業医）
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➨ 37 ᅇ�

㸨48ྡ�

平成 27 ᖺ 12 ᭶ 4 ᪥（㔠）

₇㢟࡛ࡲࡇࡇࠕわࡓࡗ࠿⫧‶とがんの関係ࠖ

₇⪅� ᘓ▼� 良介（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 消化器内科� 特任ㅮᖌ）�

㸨27ྡ� ⮬治医科大学ᅄ大学合ྠࢼ࣑ࢭー� 平成 27 ᖺ 12 ᭶ 15 ᪥（ⅆ）

₇㢟ࠕがんᝈ⪅のᅾᏯ医療ࣔࣀㄒりࠖ

₇⪅：㭯岡� ඃ子（ࡘるࡵ࠿デ療ᡤ）�

➨ 38 ᅇ�

㸨�7ྡ�

平成 28 ᖺ 2 ᭶ 10 ᪥（Ỉ）19:00-20:30

₇㢟ࠕ医療ࢢࢵࣅデータのᑗ᮶ീࠖ

₇⪅� 小ሯ� ᣅὒ（がん研᭷᫂病院放射線治療部� 副部長）、㤿㎸� 大㈗（ᮾ大病院放射線科� 医学物理ኈ）�

➨ 3� ᅇ�

㸨43ྡ�

平成 28 ᖺ 2 ᭶ 18 ᪥（ᮌ）18:30-20:00 

₇㢟ࠕ⭡腔内化学療ἲࢆ౛にしࢳࡓー࣒医療の࠶り᪉㸫がんᑐ⟇ᇶᮏἲࢆ㍈としࡓᅜのືྥ㸫ࠖ

₇⪅� ᒣ口� ༤紀（ᮾி大学腫瘍外科� 特任ㅮᖌ）�

㸨� ⮬治医科大学ᅄ大学合ྠࢼ࣑ࢭー� 平成 28 ᖺ 2 ᭶ 19 ᪥（㔠）18:00- 

₇㢟ࠕCommunity based palliative care and the role of home careࠖ

₇⪅� Carleen Brenneis, Director, Covenant Health Edmonton Canada. ௚�

㸨38ྡ� ➨ ���ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 28 ᖺ 3 ᭶ 4 ᪥（㔠）19:30-20:30

₇㢟ࠕᆅᇦ医療におࡅるங⒴デ療ࠖ

₇⪅� ⥴᪉� 秀᫛（ᮾ㑥大学医療ࢭンター大森病院� ங⭢・内分泌外科� 准教授）�

➨ 40 ᅇ�

㸨�1ྡ�

平成 28 ᖺ 5 ᭶ 30 ᪥（᭶）18:30-20:00 

₇㢟ࠕがんᝈ⪅のᅾᏯ医療ࠖ

₇⪅� 佐ࠎᮌ� 淳（医療ἲ人♫ᅋᝆ⩧会理事長・デ療部長）�

㸨48ྡ� ➨ 1� ᅇ横浜市立大学がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー� 平成 28 ᖺ 7 ᭶ 6 ᪥（Ỉ）18:00-19:00 

₇㢟ࡇࠕれࡽ࠿のがん医療 いがん医療ࠖ࡞われࡽンにと࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡸデンスࣅ࢚

₇⪅� ຾ಛ� ⠊அඛ生（᪥ᮏ医科大学Ṋⶶ小ᮡ病院� 腫瘍内科教授・部長）�

➨ 41 ᅇ�

㸨�� ྡ�

平成 28 ᖺ 8 ᭶ 30 ᪥（ⅆ）19:00-20:00 

₇㢟ࠕがんとᰤ㣴ࠖ

₇⪅� ఀᆅ知秀᫂（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院� 病ែᰤ㣴治療部� ㅮᖌ）�

㸨� ➨ ���ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー� 平成 28 ᖺ 9 ᭶ 23 ᪥（㔠）19:30-20:30

₇㢟ࠕᆅᇦ医療にᙺ立ࡘ㣗道⒴・⫶⒴のண㜵とᑐ⟇㹼᭱᪂の࢞࢖ࣛࢻ࢖ンᨵゞのືྥ㹼ࠖ

₇⪅� 島田� ⱥ᫛（ᮾ㑥大学大学院� 臨床腫瘍学ㅮᗙ� 教授）

➨ 42 ᅇ�

㸨�7ྡ�

平成 28ᖺ � ᭶ 2� ᪥(ᮌ)���:00-20:00

₇㢟：ࠕiPS ⣽⬊化ᢏ⾡ࢆ⏝いࡓがん病ែゎᯒࠖ

₇⪅：ᐑ内ᑗ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院�⾑ᾮ腫瘍内科� 特任助教）�

➨ 43 ᅇ�

㸨21ྡ�

平成 28ᖺ 10 ᭶ 14 ᪥(㔠)���:00-20:00�

₇㢟：ࠕ┤⭠ GIST の㞟学ⓗ治療-ᕼᑡがんのప౵く治療ࢆ┠ᣦして-ࠖ

₇⪅：野⃝宏ᙲ（ᮾி大学医学部㝃ᒓ病院大⭠⫠㛛外科特任ㅮᖌ）
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㸨33ྡ ⮬治医科大学୺ദ合ྠࢼ࣑ࢭー 平成 28 ᖺ 10᭶ 18 ᪥（ⅆ）�����㹼�

₇㢟：コンパ࢜ࢽンデ᩿

₇⪅：ⴗ原 ᘯ一 （⮬治医科大学大学院医学研究科 ࿧྾器内科学教授）

㸨58ྡ ➨ 17 ᅇ�横浜市大がんプロබ㛤ࢼ࣑ࢭー 平成 28 ᖺ 11 ᭶ 8᪥（㔠）��：��㹼19：00 

₇㢟：緩和医療のᑐ㇟⪅ࢆスࣜࢡーࢽンࢢし,≧ែࢆ正しࡃアࢭスメンࢺするࡇとの㔜せᛶ

₇⪅ ᶡぢ 葉子（Division of Paliative Care Medicine, Department of Oncology, University of Alberta 准教授）

㸨19ྡ ➨ 12 ᅇᮾ㑥大学ᆅᇦがんᨭ᥼ࢼ࣑ࢭー 平成 28ᖺ 11 ᭶ 24᪥（ᮌ）��：30㹼20：30 

₇㢟：内臓ᝏᛶ腫瘍のデ࣐ࣝࢻロー࣒としての皮膚⑌ᝈ

₇⪅：ᮾ㑥大学医療ࢭンター大森病院 皮膚科 助教 中村ඖ泰
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Fujimori et al. (2007) Psychoncology 16:573-81

Fujimori, Kubota, Katsumata et al. J Clin Oncol. 2014;32:2166

29



BMJ. 2014 Mar 4;348:g1219. 
NEJM 2010 363 8

v s o o e ca O co ogy, ppo e ca Sc oo
Musashikosugi Hospital

N Engl J Med 2015, 373;17

BMJ. 2014 Mar 4;348:g1219. 
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2014

J Clin Oncol. 2012 10;30(8):880-7

N Engl J Med. 2010;363(8):733-42. JAMA Intern Med. 2013;173(4):283-290
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J Clin Oncol. 2008;26(23):3860-6. 
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Morita et al. Ann Oncol 15:1551, 2004

Ann Intern Med. 2003;138:439-443.
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Arch Intern Med. 
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推 進 責 任 者

（研究科長）

コーディネーター委員長（H24より消化器・腫瘍外科学：遠藤）
コーディネーター（がんプロ特任：岡野）

４大学プログラム

推進委員会

コーディネーター委員会

事務担当学務

ネットワーク
コーディネーター

修士課程博士課程・インテンシブコース

コースコーディネーター
（臨床腫瘍学：市川）
（放射線治療：井上）
（緩和ケア：市川）

各診療科メンター

コースコーディネーター
（臨床腫瘍学：市川）
（放射線治療：井上）
（緩和ケア：市川）

横 浜 市 立 大 学 がんプロフェッショナル養成基盤推進プランコーディネーター委員会

横浜市立大学のがんプロ事業・運営に関する決定及び評価は、がんプロコーディネーター委員会において行われてお
り、各科のコーディネーター委員がメンバーとして参加している

1 02016

ACTIVITY REPORT

稲森 正彦 医学教育学 教授 前川 二郎 形成外科学 教授

梶原 良介 小児科学 助教 前田 愼 消化器内科学 教授

井上 登美夫 医学部長（放射線医学教授） 光藤 健司 口腔外科学 准教授

田村 功一 循環器・腎臓内科学 教授 矢尾 正祐 泌尿器科学 教授

遠藤 格 消化器・腫瘍外科学 教授 利野 靖 一般外科 教授

折舘 伸彦 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 教授 和田 秀文 皮膚科 准教授

五嶋 良郎 副学長（薬理学教授） 平安 良雄 精神医学 教授

後藤 隆久 麻酔科学 教授 市川 靖史 がん総合医科学 教授

齋藤 知行 整形外科学 教授 岡野 泰子 がん総合医科学 特任准教授

佐藤 美紀子 産婦人科学 准教授 川副 眞紀 がん総合医科学 事務

千葉 由美 成人看護学Ⅱ 教授 谷 誠司 福浦キャンパス学務・教務課長

中島 淳 肝胆膵消化器病学 教授 佐藤 久美子
福浦キャンパス学務・教務課

学務・教務担当係長

幡多 政治 放射線医学 がん総合医科学教授 森田 陽子
福浦キャンパス学務・教務課

学務・教務担当

相原 道子 病院長（皮膚科学 教授 ） 星野 高宏
福浦キャンパス学務・教務課

看護学担当

大野 茂男 医学研究科長（分子生物学 教授）

コーディネーター委員
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⫋ᙺྡẶྡスーコྡ当担

男茂野大⪅任㈐㐍᥎ーターネィデーコ
横浜市立大学大学院医学研究科長

分子生物学 教授

消化器・腫瘍外科学教授格藤遠長員委ーターネィデーコ

長課務教・務学スパンャキ浦福司誠谷当担務学

佐藤 久美子
福浦キャンパス学務・教務課

学務・教務担当係長

森田 陽子
福浦キャンパス学務・教務課

学務・教務担当

星野 高宏
福浦キャンパス学務・教務課

看護学担当

ඛ➃ⓗがん治療ᑓ㛛医療人㣴
成コース

がん薬物療ἲᑓ㛛医
コース担当

市川 靖史 がん総合医科学 教授

岡野 泰子
がん総合医科学・がんプロࣙࢩࢵ࢙ࣇ
㣴成ᇶ┙᥎㐍プࣛンࣝࢼ 特任准教授

放射線治療ᑓ㛛医
コース担当

井上 登美夫 放射線医学 教授

幡多 政治 がん総合医科学放射線医学部㛛 教授

緩和ケアᑓ㛛医
コース担当

市川 靖史 がん総合医科学 教授

ྜྷぢ ᫂㤶 緩和医療部�精神医学 助教

紀眞副川当担務事
がん総合医科学・がんプロࣙࢩࢵ࢙ࣇ

㣴成ᇶ┙᥎㐍プࣛンࣝࢼ

2016年12月現在

横浜市立大学がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン 㐠Ⴀ⤌⧊
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40




